
（2022年度 ― ２０２６年度）
　市民生活の規範である光市民憲章の精神や普遍・不朽の3つの都市宣言の理念をまちづくりの基
本とします。

　「ゆたかな社会」とは、市民一人ひとりが自らの創造性を発揮しながら、生き生きとした生活を享受している社
会です。時代が移りゆくとも変わることのない理想の社会である「ゆたかな社会」。それは、混迷する時代におい
て、幾多の試練が待ち受けようとも、市民一人ひとりが生きる喜びや幸福感に満たされながら、このまちで、笑顔
で心豊かに暮らし続けることができる社会です。
　人口減少社会の中で想定される多くの課題や、私たちの日常の生活と安心を脅かす様々な危機を乗り越
え、目指すまちの姿である「ゆたかな社会～人が輝き やさしさつながる 幸せ創造都市 ひかり～」
の実現を目指します。

■ 第３次光市総合計画の目標

■ 人口推計と将来展望 ■
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【資料 光市人口ビジョン】

　我が国は、現在、人口減少と少子高齢化の進展に直面しています。これは、本市においても例外ではなく、想
定される様々な課題を克服するため、長期的な視点に立った政策を実施していきます。
　国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」）によると、本市の総人口は、2040年（令和22年）には 
40,000人台を割り込み、38,266人になると推計されています。そこで、総合計画に掲げる様々な政策により生み
出される効果によって、推計が示す人口減少の速度を緩やかに転換していくことを展望しています。

　第3次光市総合計画では6つの「ゆたかな社会」のビジョンを基本目標として、
令和8年度（2026年度）までの5年間のまちづくりの方向性を定めました。


